
 

 

ユークリッド Euclid 

紀元前３世紀くらい 

古代ギリシャの数学者・天文学者。数学史上

最も重要な著作の一つ『原論』の著者。「幾何

学の父」とも言われる。〝公理をもとに解く〟と

いう数学の基本を決めてしまった人。 


